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     7 月のできごと

　
富
士
山
麓
の
生
態
系
を
学
び
守
る
活

動
と
し
て
初
め
て
行
わ
れ
、
17
人
の
市

民
が
参
加
し
ま
し
た
。
始
め
に
「
富
士

自
然
観
察
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
外
来

植
物
の
繁
殖
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
参
加
者
は
駆
除
を
通
じ
て
外
来
植

物
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
駆
除
の
対
象
と
な
っ
た
植
物
は
、
繁

殖
力
が
強
い
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
（
特

定
外
来
生
物
）
や
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
な
ど
で
す
。
参
加
者
は
急
斜
面
の

現
場
で
、
慎
重
に
外
来
植
物
を
探
し
、

約
35
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
外
来
植
物
を
駆
除

し
ま
し
た
。

富士山の自然をみんなで守ろう

▲外来植物の説明を聞く参加者
◀︎オオキンケイギク　

富
士
山
を
ま
も
ろ
う
〜
外
来
植
物
駆
除
作
戦
〜

　
7
月
19
日
　
丸
火
自
然
公
園
周
辺

女性消防団員の連携強化を目指して

女
性
消
防
団
員
の
加
入
促
進
や
消
防

団
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
女
性
消
防
団

員
は
11
人
で
、
市
内
31
分
団
の
う
ち
6

つ
の
分
団
に
所
属
し
各
自
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
11
人
全
員
が

委
員
と
な
り
、
女
性
消
防
団
員
の
活
動

や
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
分
団
を
越

え
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

初
会
合
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
全
委

員
の
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
取
得
や

講
演
会
の
開
催
な
ど
様
々
な
提
案
が
あ

り
、
今
後
の
活
動
に
向
け
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

富
士
市
女
性
消
防
団
員
連
絡
協
議
会

7
月
14
日
　
消
防
防
災
庁
舎▲消防団長や消防団総務部長も出席し、今後の活動や各分

団の状況について意見交換した

地域を歩いて危険箇所などを調査

地
域
で
防
災
学
習

7
月
17
日
　
吉
原
東
中
学
校
区

自
分
が
住
む
地
域
で
起
き
る
災
害
へ

の
、
意
識
を
高
め
る
防
災
学
習
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
6
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
町
内
会
長
や
防
災
指
導

員
な
ど
と
一
緒
に
各
地
域
を
歩
い
て
調

査
。
避
難
所
や
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
防
火
水
槽
な
ど
の
位
置
を

確
認
し
、
白
地
図
に
書
き
込
み
ま
し

た
。
ま
た
、
消
火
器
具
の
使
い
方
に
つ

い
て
も
学
び
ま
し
た
。

調
査
中
、
生
徒
た
ち
は
町
内
会
長
や

指
導
員
に
積
極
的
に
質
問
を
し
て
、
防

災
の
観
点
か
ら
地
域
へ
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

▲�ホース格納箱に収納されている消火器具についての説明
を熱心に聞く生徒たち


